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静寂の美
１月13日、九州南部には、この冬一番の寒気が流れ込み、本市でも大雪となりました。 
15センチほどの積雪があった尾崎地区では、白銀の世界の中で、地区のシンボルの水車と大正初期に造ら

れたアーチ型石橋の美しい姿が見られました（表紙写真）。
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『保護者学童特別講演会』について

ＮＰＯ法人ぷれでおでは、平成21年度鹿児島県地域協

働の仕組みづくり事業の一環として「保護者学童特別講

演会」を開催します。

「阿久根今昔と親子の絆」と題し、ふるさとの伝統、

激減する小中学校児童生徒など、子どもたちの健全育成

と教育の向上のために、都市と地域が協力しあう共生・

協働の理念に基づき、親子の絆とは、生きた教育とは何

かを一緒に考えてみませんか。

◇日　時　２月19日㈮　18時30分～20時

◇場　所　阿久根市民会館　第１会議室

◇講　師　久本　勝紘　氏

ＮＰＯ法人メダカの学校かごしま　理事長

鹿児島女子短期大学非常勤講師　他

◇入場料　無料

※問い合わせ先

・ＮＰＯ法人ぷれでお　☎７２－０６０７（市立図書館）

・阿久根市企画調整課　☎７３－１２１１

１月14日、スターゼン㈱、㈱スターゼンミートグ

ループ、ＪＡいずみ、阿久根市が出資する㈱阿久根

食肉流通センターで、同社にとって鹿児島県産和牛

の初輸出となるマカオ向け第１便の出発式がありま

した。

式には、スターゼン㈱、ＪＡいずみ、市の関係者

ら約50名が出席。テープカットとくす玉割りで出発

を祝いました。

マカオ向け第１便は、鹿児島県産和牛のロース、

ヒレ、バラの約400キロで、マカオのホテルやレス

トラン、デパートなどで販売されました。

同社では、すでにシンガポール、タイへの輸出認

可も取得しており、さらにアメリカや香港への輸出

認可も申請中とのことで、今後の業務拡大が期待さ

れています。

鹿児島県産黒毛和牛を
マカオへ初輸出

阿久根食肉流通センター

マカオに初輸出されるのを記念し、テープカットす
る関係者

インタビュー

来日される観光客の増加などで、外国人の間でも

鹿児島黒牛、鹿児島黒豚の認知度は高まりつつあり

ますが、今回の輸出を機に、多くの消費者がこれら

を口にすることで、さらに海外でのブランド力を高

めていきたいです。

また、我々、㈱阿久根食肉流通センターでは、今

後も地元の生産者の皆さんのお役に立てるよう、国

内だけでなく、海外での販路拡大に努めて参ります。

㈱阿久根食肉流通センター　中野健英　センター長



－ 3 －

市　長

コラム

市
民
の
力
が
明
日
を
作
る

１
月
28

日
の
Ｍ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
に
お
い
て
、『
鹿

児
島
市
の
森
市
長
が
「
公
の
立
場
、
首
長
と
し
て

説
明
責
任
が
あ
る
と
」
話
し
、
竹
原
市
長
の
姿
勢

を
批
判
し
ま
し
た
。』
と
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

放
送
に
つ
い
て
、
森
市
長
本
人
が
私
に
「
自
分
が

竹
原
市
長
を
批
判
し
た
と
い
う
報
道
は
南
日
本
放

送
が
勝
手
に
作
り
上
げ
た
も
の
」
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
は
、
人
の
発

言
を
自
分
た
ち
の
意
図
に
沿
わ
せ
て
記
事
を
作
り

上
げ
、
皆
さ
ん
を
誤
っ
た
方
向
に
誘
導
す
る
事
が

あ
り
ま
す
。
報
道
を
疑
う
姿
勢
が
大
切
で
す
。

さ
て
、
私
が
防
災
無
線
で
も
ご
案
内
い
た
し
ま

し
た
通
り
、
１
月
31

日
に
Ｋ
Ｔ
Ｓ
エ
チ
カ
の
鏡
で

「
横
峯
吉
文
の
学
童
保
育
に
密
着
」
と
い
う
番
組

が
あ
り
ま
し
た
。
実
は
、
私
は
横
峯
氏
の
保
育
園

に
行
っ
て
見
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
当
に
子
供
達

が
運
動
大
好
き
、
勉
強
大
好
き
そ
し
て
人
間
大
好

き
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
い
じ
め
も
落
ち
こ

ぼ
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は
、
競
争
を
目
的

で
は
な
く
、
励
ま
し
あ
う
た
め
の
道
具
に
し
て
い

ま
す
。
実
に
感
動
的
で
し
た
。
私
は
こ
の
ヨ
コ
ミ

ネ
式
は
成
人
教
育
や
社
会
作
り
に
も
応
用
で
き
る

も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。
阿
久
根
市
は
ヨ
コ
ミ
ネ

式
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

社
会
の
価
値
は
お
金
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
消
費
力

で
は
な
く
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
情
熱
や
精
神
の

健
全
さ
に
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
人
が
、
可
能
な

限
り
自
尊
心
と
向
上
心
を
持
ち
、
社
会
の
一
員
と

し
て
努
力
し
、
貢
献
す
る
こ
と
の
出
来
る
社
会
こ

そ
が
望
ま
し
い
。
あ
り
が
ち
な
、
財
産
や
地
位
に

よ
っ
て
人
の
価
値
を
値
踏
み
し
た
り
、
消
費
力
を

自
慢
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
人
々
が
支
え
あ

い
、
慈
し
み
あ
う
社
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
金
に
対
す
る
態
度
は
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
お
金
は
富
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
人
を
動

か
す
道
具
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

国
の
平
成
22

年
度
一
般
会
計
予
算
は
約
92

兆

円
、
う
ち
税
収
37

兆
円
、
国
債
に
頼
る
分
が
44

兆
円
と
単
年
度
の
借
金
額
も
過
去
最
高
に
な
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
状
況
に
つ
い
て
、
伊
藤
鹿
児
島

県
知
事
は「
す
で
に
危
険
な
領
域
を
超
え
て
い
る
」

と
表
現
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
通
貨
価
値
の
急
激

な
下
落
か
、
交
付
税
の
激
減
、
あ
る
い
は
大
幅
な

増
税
の
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
最
も
大
切
な
も
の
は
人
、
そ
し
て
人
々

の
関
係
す
な
わ
ち
社
会
を
作
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
人
と
社
会
が
育
っ
て
い
れ
ば
道
具
は
作

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
お

一
人
お
ひ
と
り
の
能
力
を
活
性
化
さ
せ
る
方
向
で

の
社
会
貢
献
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
市
民

の
皆
さ
ん
力
で
国
や
世
界
の
経
済
動
向
に
も
び
く

と
も
し
な
い
生
き
生
き
と
し
た
、
希
望
に
満
ち
た

阿
久
根
を
作
っ
て
い
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

阿
久
根
市
長　

竹
原　

信
一寒さに負けず雪の中で元気に遊ぶ阿久根の子どもたち
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火災・災害のない一年を願い一斉放水

市中行進する消防団員

安全・安心を願う
平成22年 消防出初式

新春恒例の消防出初式が１月10日、大勢の消防関係者が出
席する中、市民会館前広場で盛大に開催されました。式では、
幼年消防クラブのお遊戯や消防団員による消防操法の披露の
ほか、功労者表彰などが行われました。
その後、消防車を先頭に新港まで行進し、見学に訪れた多

くの市民らとともに、火災や災害のない１年を願い、新春の
空に向けて一斉に放水しました。

火
の
用
心
を
誓
い　
　
　
　
　
　

お
遊
戯
を
行
う
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

◇市長表彰
○企業感謝状
あいわの里
明和運輸
ジャパン物産
野畑建設
牟田建設
知識自動車
○優良分団表彰
大川分団
鶴川内分団
折多分団
○永年勤続幹部退団感謝状
神田龍太郎（団本部）

◇団長表彰
○優秀班表彰
大川分団大川班
○優良班表彰
鶴川内分団桑原城班
大川分団牛之浜班
大川分団尻無班
三笠分団黒之浜班

◇消防庁長官表彰（伝達）
○消防団員退職第１号報償伝達者
（25年以上）
神　田　龍太郎（団本部）
○消防団員退職第２号報償伝達者
（15年以上25年未満）
牛之浜　直　樹（大　川）
坂　上　　　徹（鶴川内）

前　田　和　久（山　下）
川　井　隆　章（三　笠）
◇鹿児島県消防協会表彰（伝達）
○功績章
児　玉　秀　則（鶴川内）
○精績章
倉　村　和　広（山　下）
寺　地　英　兼（中　央）
谷　口　純　一（山　下）

◇鹿児島県知事表彰（伝達）
○勤続章（10年）
田　代　信　郎（鶴川内）
石　原　英　明（三　笠）
西　田　清　一（三　笠）
松　﨑　公　志（三　笠）
新　穂　和　樹（三　笠）
小　村　　　篤（三　笠）
山　田　幸　広（三　笠）
花　田　　　博（大　川）
牛之濵　広　久（大　川）
米　次　聖　吾（鶴川内）
折　口　哲　志（折　多）
田　中　丈　二（折　多）
野　中　義　昭（山　下）
折　橋　智　樹（山　下）

◇鹿児島県消防協会
出水支部長表彰
○永年勤続章（15年）
尾　原　清　美（鶴川内）
竹　原　修　身（三　笠）

児　玉　武　久（鶴川内）
谷　口　一　則（鶴川内）
冨　吉　和　秀（鶴川内）

○優良団員
濵　元　雄　貴（三　笠）
牛之濱　公　司（中　央）
上　野　新太郎（中　央）
川　原　慎　一（中　央）
下　澤　　　博（三　笠）
早　水　久　博（三　笠）
梶　尾　祐　介（三　笠）
中　村　昭　雄（大　川）
高　﨑　良　二（折　多）
嶋　　　洋　幸（折　多）
寺　園　勝　夫（山　下）

◇団長表彰
○勤続章（10年）
中　村　昭　雄（大　川）
川　原　慎　一（中　央）
牛之濱　公　司（中　央）
上　野　新太郎（中　央）
下　澤　　　博（三　笠）
濵　元　雄　貴（三　笠）
早　水　久　博（三　笠）
梶　尾　祐　介（三　笠）
高　﨑　良　二（折　多）
嶋　　　洋　幸（折　多）
寺　園　勝　夫（山　下）

表 彰 受 賞 者 ※敬称略
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■春季全国火災予防運動について
春季全国火災予防運動が３月１日㈪から７日

㈰までの７日間実施されます。この時季は火を

使う機会が多くなり、空気も乾燥しますので、

火を使う際には十分注意しましょう。

☆住宅防火 いのちを守る ７つのポイント

◇３つの習慣

　・寝たばこは、絶対にしない。

　・ストーブは、燃えやすいものから離れた位

置で使用する。

　・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必

ず火を消す。

◇４つの対策

・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器

を設置する。

・寝具、カーテンなどからの火災を防ぐため

に、防炎品を使用する。

・火災を小さいうちに消すために、住宅用消

火器などを設置する。

・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、

隣近所の協力体制をつくる。

■消防車のサイレンの変更について
火災の際はサイレンと鐘を鳴らしながら出場します

消防車は、火災・救助・救急などの

発生時に、サイレンを吹鳴し、出場し

ています。

４月１日からは、火災の場合のみサイレンと鐘を

併用して出場することにします。

なお、救急車は現行どおり、電子サイレン（ピー

ポー　ピーポー）で出場します。

災害の種類 火　　　災 救助・救急

現 行
火災および救助・救急も同じサイレン

（ウーウー）

変 更 後
サイレンと鐘
（ウーウー

カンカン）

サイレン
（ウーウー）

■住宅用火災警報器の

　設置はお済みですか
火災による死者を減少させることを目的として、

居住者に警報音で火災の発生を知らせる住宅用火災

警報器等の設置が義務付けられています。

既存の住宅は、平成23年５月31日までに設置する

必要がありますので、早目に設置しましょう。

阿久根消防署からのお知らせ
※問い合わせ先　阿久根消防署　☎７２－０１１９

出
初
式
で
手
押
し
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露

│
阿
久
根
消
防
署

│

１
月
10

日
に
行
わ
れ
た
出
初
式
で
、
阿
久
根
消
防
署
員
が
、
昭

和
10

年
製
の
手
押
し
ポ
ン
プ
に
よ
る
放
水
訓
練
を
披
露
。
８
名
の

署
員
は
手
押
し
ポ
ン
プ
の
こ
き
棒
を
上
下
さ
せ
る
と
、
勢
い
良
く

筒
先
か
ら
放
水
し
、
高
さ
７
メ
ー
ル
の
カ
ゴ
の
中
か
ら
ダ
イ
ダ
イ

を
落
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
署
員
ら
は
手
押
し
ポ
ン
プ
を
引
き
市

中
行
進
し
、
こ
の
ポ
ン
プ
を
使
い
新
港
で
一
斉
放
水
を
行
い
、
大

勢
の
観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

力
を
合
わ
せ
手
押
し
ポ
ン
プ
を

操
作
す
る
消
防
署
員　
　
　
　

側面に「阿久根町西目消
防組」と記銘された手押
しポンプを引き市中行進
する消防署員
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行政トピックス

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
は
、
浄
化

槽
法
に
よ
り
定
期
的
に
契
約
業
者
が

行
っ
て
い
る
保
守
点
検
・
清
掃
と
は

別
に
法
定
検
査
（
使
用
開
始
検
査
・

定
期
検
査
）
を
受
け
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。

法
定
検
査
は
㈶
鹿
児
島
県
環
境
検

査
セ
ン
タ
ー
が
事
前
に
ハ
ガ
キ
で
通

知
し
た
日
に
お
伺
い
し
、
水
質
検
査

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
浄
化
槽
の
設

置
工
事
・
保
守
点
検
・
清
掃
お
よ
び

そ
の
後
の
使
用
状
況
等
が
適
正
か
検

査
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
早
期
に
そ
れ

を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

㈶
鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
２
３
）
３
１
８
５

http://www.kagoshimakensa.
or.jp/

浄
化
槽
の

法
定
検
査
に
つ
い
て

■ 70歳から74歳までの方へ

現在、医療機関での窓口負担が１割の方は、平成22年４月から平成23年３月まで引き続き１割

に据え置かれます。

そこで、２割（ただし、平成22年３月31日までは１割）などと表示のある保険証をお持ちの方

を対象に、３月中旬以降に新しい保険証をお届けいたします。新しい保険証の有効期限は、平成22

年７月31日です。

現在の保険証は、直接市役所へお返しくださるか、ご自分でハサミを入れるなどして処分してく

ださい。

【制度内容等】

制度改正によって平成22年４月から、70歳から74歳までの方のうち現役並みの所得がある方

以外は、医療機関にかかったときの窓口負担が２割に引き上げられることとなっていましたが、

この改正が引き続き凍結され、平成22年４月から平成23年３月まで１割に据え置かれます。そ

の分の財源は国が負担します。

また、70歳から74歳までの方の医療費が高額になった場合の自己負担限度額も、平成22年４

月から平成23年３月まで据え置かれます。

◎ご注意ください

・　保険証更新月の８月に、前年の所得をもとに新年度の負担割合が変更される場合があります。

・　現役並みの所得がある方で、すでに３割負担をいただいている方は除きます。

・　後期高齢者医療制度の対象となる一定の障害があると認定された方は除きます。

■ 学生用保険証をお持ちの方へ

㊫しるしの保険証をお持ちの方で、３月卒業予定の方については、資格喪失等の手続が必要に

なります。詳しくは市役所健康増進課国保係までお問い合わせください。

※問い合わせ先　健康増進課国保係　☎７３－１２１１（内線１４５３・１４５４）

国保係からのお知らせ

⎧
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
⎩

⎫
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
┃
⎭

◇
検
査
料
（
５
〜
10
人
槽
）

・
使
用
開
始
検
査
（
浄
化
槽
を
設
置

し
て
最
初
の
検
査
）

‥
‥
‥
１
万
１
千
円

・
定
期
検
査
（
使
用
開
始
検
査
以
降

の
検
査
）

単
独
処
理
浄
化
槽
‥
‥
‥
４
千
円

合
併
処
理
浄
化
槽
‥
‥
‥
６
千
円
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行政トピックス

総務費 介護保険事業費 じんかい処理費 リサイクル処理 し尿処理費 公債費 その他

８３２円 ５９８円 ３,４９９円 ７４５円 １,７０８円 ６,３６２円

返　済

６１円

平成20年度決算

歳　入

��億���万５千円

分担金および負担金
８億�,���万２千円

地方交付税
３億�,���万１千円

繰越金
�,���万４千円

財産収入
���万８千円

使用料および手数料
�,���万７千円

諸収入
�,���万３千円

◎住民１人当たりに使われた金額　13,805円
内訳

歳　出

��億�,���万９千円

衛生費
５億�,���万４千円

公債費
５億�,���万４千円

民生費
�,���万２千円

総務費
�,���万１千円

振興事業整備費���万３千円
議会費��万５千円
⎧
⎨
⎩

北薩広域行政事務組合平成21年第２回定例

議会において、平成20年度の当組合歳入歳出

決算が認定されましたので、お知らせします。

歳入（収入）については、13億735万５千

円で、歳入の主なものは各市町からの負担金、

地方交付税および使用料等です。

歳出（支出）については、12億７千805

万９千円で、歳出の主なものは、じんかい（ご

み・リサイクル）処理、し尿処理するための

経費である衛生費、組合の借金返済に充てら

れる公債費、介護保険の審査判定、認定業務

の経費である民生費、圏域（２市１町）の振

興整備のための事業の推進に使われる振興事

業整備費、議会費および総務費です。また、

平成21年度補正予算（第１号）についても可

決され、平成21年度予算額は、歳入歳出それ

ぞれ１千114万４千円を減額した、13億５千

14万２千円となっています。

補正の主な理由は、入札執行残の減額等決

算見込みによる調整です。

※問い合わせ先

北薩広域行政事務組合　総務課

☎８４－４８１５

北薩広域行政事務組合
だより　　　　　　　
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楽しい話題などをお知らせください。
秘書広報係☎７３-１２１１（内線１２１４）みんなのアルバム

まちの話題

みんなのアルバム

えびす様を抱き「ほこら」に向けて駆け出す男衆

航海安全と豊漁を願う
－えびす祭り－

１月10日、市内各地で「えびす祭り」が行われました。大
漁旗で彩られた倉津漁民研修センターでは、着物姿の男衆が、
祭壇に鎮座した「えびす様」に焼酎を注ぎながら、「今年も頼
んでなぁ」「みんなよかごと頼んど」などと航海安全と豊漁を
祈願していました。
約１時間のもてなしが終わると、男衆は区民らが見守る中、
しめ縄を先頭に「えびす様」を持って練り歩きました。そし
て、ほこら近くに着くと一気に駆け出し「えびす様」を奉納し、
祭りを終えました。

学力向上について講演される陰山英男先生

学力は一年で伸びる
－生涯学習フェア 陰山英男先生講演会－

１月23日、市民会館大ホールで生涯学習フェアが開催され、
「百ます計算」で有名な陰山英男先生の講演会がありました。
陰山先生は、『学力向上の基本は「早寝・早起き・朝ごはん」

で、その上で、反復練習により漢字力、計算力を高めること
が大切です』と講演され、大勢の保護者や教育関係者らは、
メモをとるなどし熱心に聞き入っていました。
このほか、高齢者講座光礁大学の「コーラス講座」による

活動発表や小・中学生による弁論発表もあり、会場からは惜
しみない拍手が送られていました。

プレーを通じ親睦を深め合う参加者

振り込め詐欺撲滅に一役Y
－振り込め詐欺撲滅グラウンドゴルフ大会－

２月５日、「振り込め詐欺撲滅グラウンドゴルフ大会」が、
総合運動公園陸上競技場で開催されました。
大会には、48チーム、約250人が参加。参加者は、プレーを
通じて親睦を深め合うとともに、プレー終了後、阿久根警察
署員による「振り込め詐欺」に関する講話を聞き、防犯意識
を高めていました。
なお、主な大会結果は次のとおりです。（敬称略）
優　勝：桑原城下区　準優勝：佐潟区　３　位：高松区
４　位：新町区　　　５　位：下村区

立志記念遠行に参加した生徒・保護者ら
（写真提供　鶴川内中学校）

立志記念に遠行を実施
－鶴川内中学校－

鶴川内中学校では１月31日、立志記念遠行として、尾原区
の山村開発センターから藤川天神（薩摩川内市東郷町）まで
の往復約17キロの遠行を行いました。
今回、立志を迎えたのは２年生18名。生徒は、立志記念遠

行と書かれたのぼりを先頭に、一緒に参加した保護者らとと
もに元気よく歩きました。
藤川天神ではそれぞれが志を胸に参拝し、新たな決意を
誓っていました。その後、保護者手作りの豚汁をいただき、
全員が無事にゴールしました。
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１月23日、平成21年度阿久根市社会体育功労

者・優秀選手および平成21年度阿久根市体育協

会優秀団体・優秀選手の表彰式が市民会館で行

われました。なお、表彰された方々は、次のと

おりです。 　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

社会体育の発展に功績

平成21年度　阿久根市体育協会優秀団体・優秀選手
表彰区分 氏　　名 種　目 備　　　　考

優秀団体ＡＦＣポルトスパルティーダサッカーゼビオカップ第２回「南九州少年フットサル大会」出場

優秀団体
阿 久 根 少 女
バレーボール
スポーツ少年団

バレー
ボール

第27回全九州小学生バレーボール
大会出場

優秀団体阿久根中陸上部（男子駅伝部）陸 上九州中学校総合体育大会出場

優秀団体阿久根中陸上部（女子駅伝部）陸 上九州中学校総合体育大会出場

優秀選手山 台 佳 奈水 泳第41回西日本年齢別選手権水泳競
技大会出場

優秀選手若 松 怜 雅水 泳第41回西日本年齢別選手権水泳競
技大会出場

優秀選手上 野 瑞 歩水 泳第41回西日本年齢別選手権水泳競
技大会出場

優秀選手若 松 来 夢水 泳九州カップ水泳競技大会に出場

優秀選手若 松 璃 緒水 泳九州カップ水泳競技大会に出場

優秀選手東 園 康 平水 泳九州ジュニア水泳競技大会に出場

優秀選手上 野 公 大柔 道九州中学校総合体育大会に出場

優秀選手尻　無　あかり陸 上九州中学校総合体育大会に出場共通女子４×１００Ｍ

優秀選手川 原 美 穂陸 上九州中学校総合体育大会に出場共通女子４×１００Ｍ

優秀選手大 田 千 晶陸 上九州中学校総合体育大会に出場共通女子４×１００Ｍ

優秀選手越 川 大 勢陸 上九州中学校総合体育大会に出場共通男子走り幅跳び

優秀選手大 田 尚 斗陸 上九州中学校総合体育大会に出場１年男子１５００Ｍ

優秀選手大 河 　 光陸 上
第25回全国小学生陸上競技交流大
会に出場
女子８０Ｍハードル

優秀選手大 迫 昌 司陸 上
第25回全国小学生陸上競技交流大
会に出場
４×１００Ｍ

優秀選手中 野 智 朗陸 上
第25回全国小学生陸上競技交流大
会に出場
４×１００Ｍ

優秀選手川 原 和 也陸 上
第25回全国小学生陸上競技交流大
会に出場
４×１００Ｍ

優秀選手河 野 優 樹陸 上
第25回全国小学生陸上競技交流大
会に出場
４×１００Ｍ

優秀選手西 　 裕 太陸 上
第25回全国小学生陸上競技交流大
会に出場
４×１００Ｍ

平成21年度　阿久根市社会体育功労者・優秀選手
表彰区分 氏　　名 種　目 備　　　　考

功 労 者出 口 　 悟陸 上
阿久根市陸上競技協会の副会長
などをされ、陸上競技の振興に
貢献

功 労 者田　上　イソ子
バレー
ボール

永年にわたり、家庭婦人バレー
ボール協会の会長をされ、協会
の振興に貢献

功 労 者盛 永 　 豊
ソフト
ボール

阿久根市ソフトボール協会の理
事として、協会発展に貢献

功 労 者白　濵　美智治
ソフト
ボール

阿久根市ソフトボール協会の理
事長として、協会発展に貢献

功 労 者岡 田 和 弘野 球
昭和57年から30年間野球審判員
として、阿久根市の野球の発展
に貢献

優秀選手坂 本 大 志陸 上
全国ジュニアオリンピックに出
場２年１５００ｍ

優秀選手中 原 海 鈴陸 上
全国中学校総合体育大会に出場
国民体育大会に出場

表彰された方々

県代表チームに貢献
－中原海鈴さん、坂本大志くん－

阿久根中陸上部の中原海鈴さん（３年生）が１

月17日、京都市で開催された皇后盃第28回全国都

道府県対抗女子駅伝競走大会に、同部の坂本大志

くん（２年生）が１月24日、広島市で開催された

天皇盃第15回全国都道府県対抗男子駅伝競走大会

に、それぞれ鹿児島県代表チームの選手として出

場し、チームを勢いづける力強い走りをみせまし

た。

中原さん（左）、坂本くん（右）
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くらしの情報

県
営
住
宅
空
き
家
待
ち
順
位

登
録
に
つ
い
て

県
営
住
宅
で
は
「
空
き
家
待
ち
順
位
登
録

対
象
団
地
」
に
空
き
家
が
発
生
し
た
と
き
、

抽
選
に
よ
り
決
定
し
た
登
録
順
位
に
従
っ

て
、
住
戸
を
紹
介
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

北
薩
地
域
振
興
局
建
設
部
出
水
支
所
で

は
、
阿
久
根
市
お
よ
び
出
水
市
に
あ
る
「
空

き
家
待
ち
順
位
登
録
対
象
団
地
（
県
営
寺
山

団
地
、
県
営
諏
訪
団
地
、
県
営
堤
山
団
地
な

ど
８
団
地
）」
の
空
き
家
順
位
登
録
の
申
込

み
を
、
次
の
と
お
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
登
録
順
位
は
申
込
み
の
あ
っ
た
中

か
ら
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

◇
申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間

・
期
間　

２
月
22
日
㈪
ま
で（
土
・
日
除
く
）

・
時
間　

８
時
30
分
〜
17
時

◇
登
録
順
位
の
抽
選
日
時
お
よ
び
抽
選
会
場

・
日
時　

３
月
３
日
㈬　

14
時
〜

・
会
場　

北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎
２
階

＊
詳
細
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

http://w
w

w
.pref.kagoshim

a.
jp

/ku
ra

sh
i-ka

n
kyo

/su
m

a
i/

kariru/kenei/bosyuu.htm
l

※
申
込
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先

北
薩
地
域
振
興
局
建
設
部
出
水
支
所
管
理
係

☎
（
６
３
）
３
１
１
１
（
内
線
３
８
９
）

大切な住宅の相談は大工さんが一番です
あなたの住宅は何年になりますか。悪い箇所を放っておく
とだんだんひどくなり、修理代が２倍･３倍にもなります。
故に修理はできるだけ早めになされるのが得策です。
＊次のような場合は点検が必要です。
・屋根に雨漏りの箇所がある
・台所の床がぶかぶかする
・便器やタンクで水漏れがしているような気がする
・建具の開け閉めが硬くて重たくて毎日が苦痛
・白ありがついていそうな気がする
介護改修の書類申請･手摺等の施工まで全てに対応します

モデルルーム（ミニハウス・浴室・洗面所）公開中
（ホームページ）http://daikunosato.iinaa.net/

（受付）大 工 の 里
住所�阿久根市山下��番地（岩﨑一男）

住居の事なら
◉即おこたえ致します◉

電話（0996）72-3131番

◎御電話を頂けば見積り及び相談が電話にてできます

保存版

和　式 洋　式

暖房便座付き

改装の一例
（和式を洋式）

���� ���円
（工事代含む）

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
に

つ
い
て

家
庭
内
の
問
題
、
子
ど
も
、
女
性
、
高
齢

者
お
よ
び
障
害
者
等
の
人
権
問
題
で
お
困
り

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
料
は
無
料
で
、
相
談
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◇
日
時　

２
月
25
日
㈭　

10
時
〜
15
時

◇
市
民
会
館
第
１
会
議
室

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
住
民
係

☎
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
４
２
１
）

年
金
相
談
に
つ
い
て

◇
日
時　

３
月
10
日
㈬　

10
時
〜
15
時

◇
場
所

阿
久
根
市
民
会
館
１
階
第
10
会
議
室

◇
相
談
内
容

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
等
の

年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と
。
年
金
手

帳
、
印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
年
金
相
談
は
、
今
回
か
ら
市
民
会
館
１
階

で
開
催
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

川
内
年
金
事
務
所

☎
０
９
９
６
（
２
２
）
５
２
７
６
（
代
表
）

墓
地
以
外
に
は
「
お
墓
」
は

建
立
で
き
ま
せ
ん

自
分
の
所
有
す
る
農
地
、
山
林
、
原
野
等

と
い
え
ど
も
、「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
り
経
営
許
可
を
受
け
た
墓
地
以

外
に
「
お
墓
」
を
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
原
則
と
し
て
個
人
に
対
し
墓

地
の
経
営
許
可
は
で
き
ま
せ
ん
。

祖
先
を
敬
い
、
供
養
す
る
こ
と
は
大
変
有

意
義
な
こ
と
で
す
が
、「
お
墓
」
の
建
立
に

あ
た
っ
て
は
法
律
違
反
の
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
環
境
対
策
係

☎
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
４
２
５
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

全
国
共
通
の
電
話
番
号
か
ら
身
近
な
消
費

者
相
談
窓
口
に
つ
な
が
る
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

消
費
生
活
相
談
で
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い

か
分
か
ら
な
い
場
合
に
は
、一
人
で
悩
ま
ず

に
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
ご
利
用
下
さ
い
。

※
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
（
０
６
４
）
３
７
０

譲
り
た
い
時
、
譲
り
受
け
た

い
時
に
リ
サ
イ
ク
ル
掲
示
板

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
で
は
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
な
ど

を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
ま
た
、
ゴ
ミ
の
減

量
や
資
源
保
護
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
掲
示
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

家
庭
で
不
必
要
と
な
っ
た
物
を
譲
渡
し
た

い
場
合
や
、
新
た
に
必
要
と
な
っ
た
物
を
譲

り
受
け
た
い
場
合
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
掲

示
板
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◇
掲
示
場
所

市
役
所
正
面
玄
関
ホ
ー
ル
内

※
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
相
談
室

☎
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
４
６
０
）
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くらしの情報
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税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

◇
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
定
申
告
書
作

成
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
画
面

案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
し
て
、
確

定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
、
印
刷
し
て
税
務

署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
を
ご
利
用

い
た
だ
く
と
自
宅
等
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
経
由
し
て
申
告
書
等
を
送
信
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
）。

＊
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

http://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp/

◇
平
成
21
年
分
確
定
申
告
分
の
納
付
期
限
は

次
の
と
お
り
で
す
。

申
告
所
得
税
の
納
付
期
限
は
３
月
15
日
㈪

で
す
。
ま
た
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）
の
納
付
期
限
は
３
月
31

日

㈬
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先　

出
水
税
務
署

☎
（
６
２
）
０
２
０
０

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
で
は

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
（
出
水
市
野

田
町
）
で
は
、
木
造
建
築
科
の
訓
練
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
申
込
期
限
は
３
月

10
日
㈬
で
す
。
手
続
方
法
な
ど
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

☎
（
８
４
）
２
４
５
１

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

詳
し
く
知
り
た
い
方
へ

出
水
簡
易
裁
判
所
で
は
、
裁
判
員
制
度
の

広
報
Ｐ
Ｒ
の
た
め
次
の
と
お
り
、
裁
判
員
制

度
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
２
月
22
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
参
加
無
料
）。

◇
日
時　

２
月
24
日
㈬　

18
時
〜
20
時

◇
場
所　

出
水
合
同
庁
舎
２
階
会
議
室

◇
内
容

・
裁
判
員
制
度
広
報
映
画
「
評
議
」
の
上
映

・
裁
判
官
に
よ
る
制
度
説
明
な
ど

◇
定
員　

先
着
50
名

※
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

出
水
簡
易
裁
判
所

☎
（
６
２
）
０
１
７
８

講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
集（
つ
ど
い
）」

で
は
、
福
祉
・
教
育
・
医
療
関
係
者
な
ど
を

対
象
に
、「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
地

域
で
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
題
す
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時　

３
月
６
日
㈯　

13
時
30
分
〜

◇
会
場　

出
水
市
中
央
公
民
館
音
楽
ホ
ー
ル

＊
参
加
さ
れ
る
方
は
、
２
月
26
日
㈮
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
料

と
し
て
千
円
必
要
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
集
」

☎
（
６
２
）
７
３
９
９

県
下
一
周
駅
伝
競
走
大
会
に
つ
い
て

２
月
20
日
㈯
か
ら
24
日
㈬
ま
で
県
下
一
周

市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

◇
本
市
の
主
な
通
過
時
刻

・
阿
久
根
市
役
所
中
継
所

２
月
21
日
㈰　

13
時
50
分
頃

・
田
代
中
継
所
（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

２
月
22
日
㈪　

９
時
30
分
頃

阿
久
根
市
長
旗
九
州
選
抜
高
等
学
校

駅
伝
競
走
大
会
に
つ
い
て

◇
期
日　

３
月
14
日
㈰

◇
ス
タ
ー
ト
時
間

・
女
子
10
時　
　

・
男
子
11
時
40
分

◇
コ
ー
ス

市
総
合
運
動
公
園
発
着
コ
ー
ス

＊
県
下
一
周
駅
伝
お
よ
び
高
校
駅
伝
を
応
援

さ
れ
る
際
は
、
係
員
の
指
示
に
従
い
、
事

故
な
ど
が
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

大
学
野
球
部
の
合
宿
に
つ
い
て

本
市
で
次
の
大
学
の
野
球
部
が
キ
ャ
ン
プ

（
合
宿
）
を
行
う
予
定
で
す
。

・
中
部
学
院
大
学
（
２
月
15
日
〜
25
日
）

・
福
岡
経
済
大
学
（
３
月
３
日
〜
９
日
）

・
九
州
国
際
大
学
（
３
月
９
日
〜
18
日
）

阿
久
根
市
山
好
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

例
年
３
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
「
西
の
高

突
山
登
山
会
」
を
、
今
年
は
11
月
に
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

交通事故無料相談
交通事故の相談に無料で応じています。交通事故でお
悩みの方はお気軽に相談して下さい。
○相談日（電話相談可）
月曜日～金曜日
９時～正午
13時～17時

○弁護士相談日（面接可能な方・予約制）
毎月第２・４木曜日の13時から

○問い合わせ先
社団法人日本損害保険協会
鹿児島自動車保険請求相談センター
☎０９９－２５２－３４６６
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市では、昨年９月から10月にかけて協力歯科医院において40歳・50歳・60歳・70歳（平成22年３月
31日現在）の方を対象に歯周疾患検診を実施しました。
その中で、70歳で健康な歯が20本以上ある方（７０２０達成者）が９名いらっしゃいました。

歯磨きは１日何回ですか？
朝と夜の２回。
糸ようじと歯間ブラシも使っている。

好きな食べもの・嫌いな食べものは？ 何でも食べる。嫌いなものはないです。

歯の健康を保つために心がけていることは？
甘いものを食べたときは、その後すぐうがいをしま
す。

歯が多く残っていて役立つことは？ 自分の歯だから、どんな物でも食べられること。

阿久根の子どもたちへのメッセージ
甘いものは控えて、食べたらすぐ歯みがきをしま
しょうY

～「８０２０運動」という言葉を知っていますか？～
「８０２０運動」とは、「80歳で健康な歯を20本保ちましょう」というものです。
「残っている歯が20本あれば食べものを容易に噛むことができる」ということから20本
と設定され、「一生、自分の歯で食生活を楽しもう」という目標のもと開始されました。

おいしく食べるためには一生自分の歯が大事です。日ごろから歯の健康について意識しましょうY

じょうぶな歯　健康づくりの第一歩

大田　カズミ　さん　（牛ノ浜）
京田　隆　　　さん　（瀬之浦上）
篠原　クニ子　さん　（上原）
大毛　健一郎　さん　（波留）
鳥飼　幸子　　さん　（新町）
西田　タカ子　さん　（高之口）
巻木　恵　　　さん　（段）
松崎　睦子　　さん　（瀬之浦下）
溝上　辰夫　　さん　（内田）

※氏名順

おめでとうございます！

大田　カズミ　さん（70歳）

７０２０達成者のなかで、大田カ

ズミさんに歯の健康の秘訣について

インタビューしました♪

健康な歯を保つためには

日頃の歯みがきと定期的な

歯科受診が大切です♪

めざせ８０２０Z

７０２０達成者



－ 13－

仕事、家事、育児、介護、地域の活動など、いくつもの役割を持ち、忙しい毎日を過ごしている女

性の皆さん。慌ただしい日々に追われながらも、いろいろな夢を持って過ごされていることと思いま

す。そんな夢を実現する土台として、あなたが健康であることが大切です。

健康は当たり前のことではありません。あなたの生活習慣しだいで、よくも悪くもなっていきます。

将来の健康を手に入れるために、気づいた今から、健康づくりを心がけていきましょう。

☆女性のライフサイクルと気をつけたいこと☆

☆市では女性がん検診を行っています☆

子宮がん検診 対象：20歳以上の女性

検査方法：子宮の入り口の細胞を綿棒で取って調べる検査です。

＊20～30代の若い女性に子宮頸がんが増加しています！！

乳がん検診 対象：40歳以上の女性

検査方法：マンモグラフィー＋視触診

　　　　　乳房を板にはさみ、レントゲンにて撮影します。

＊Ｈ22年度は乳がん検診を実施します。２年に一度実施しています。

※　詳しい日程や料金などにつきましては、後日市報などでお知らせします。

※問い合わせ先　　阿久根市役所　健康増進課　保健予防係
☎７３－１２１１（内線1457・1458・1461）　　ＦＡＸ　７３－０２９７

女性の健康習慣３月１日～
３月８日は

女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
小児期

思春期

更年期

老年期

成熟期

●月経異常
●やせすぎ
●性感染症
●望まない妊娠
●鉄欠乏性貧血 ●乳がん

●子宮内膜症
●子宮筋腫
●子宮頸がん
●卵巣がん
●うつ
●歯周病

●更年期障害
●生活習慣病
●子宮体がん

●骨粗鬆症
●尿もれ
●認知症

年齢（歳） 10 20 30 40 50 60 70



図書館だより
☎72－0607

新　刊　案　内

『
明
日
、
ア
リ
ゼ
の
浜
辺
で
』

秦　

建
日
子
（
著
）

出
会
う
は
ず
の
な
か
っ
た
人
々
を
繋

ぐ
の
は
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
の
青
い

海
Y
固
く
閉
ざ
し
た
心
を
柔
ら
か
く
解

し
て
く
れ
る
連
作
短
編
集
。「
犯
人
は

ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
」
な
ど
全
５
篇
を

収
録

『
俺
、
リ
フ
レ
』 ヒ

キ
タ　

ク
ニ
オ
（
著
）

俺
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
製
の
冷
蔵
庫
。

製
造
過
程
で
意
識
を
植
え
付
け
ら
れ
、

日
本
に
住
む
作
家
と
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
夫
婦
に
買
わ
れ
た
。
冷
蔵
庫
が

語
る
、
サ
ス
ペ
ン
ス
フ
ル
な
家
族
愛
の

物
語

『
図
解
次
世
代
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
』

井
熊　

均
・
三
輪
泰
史
（
著
）

農
産
物
需
給
か
ら
、
農
業
政
策
、
環

境
問
題
、
ビ
ジ
ネ
ス
形
態
ま
で
、
幅
広

く
概
説
し
、
農
業
を
考
え
る
上
で
重
要

な
問
題
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
。
農
業

に
関
心
を
持
つ
人
々
に
役
立
つ
本

『
子
ど
も
の
ケ
ガ
を
と
こ
と
ん
か
ら
だ

で
考
え
る
』 

野
井　

真
吾
（
著
）

保
健
室
の
先
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
子

ど
も
の
事
故
や
ケ
ガ
、
生
活
の
様
子
を

ベ
ー
ス
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
か
ら
、

自
律
神
経
機
能
の
発
達
不
全
と
い
っ
た

問
題
の
原
因
を
追
究
す
る
。

今年は国民読書年
2008年６月に衆参両院で

「国民読書年に関する決議案」
が採択され、2010年を国民読
書年とすることが決定しまし
た。これは活字離れなどによ
る文化の衰退を危惧し、読書
の重要性を社会全体の問題と
して国民全員がとらえること
を目的として決議されたもの
です。市立図書館でもより多
くの方々に読書を楽しんでい
ただけるよう、これからも努
めてまいりますので宜しくお
願いいたします。
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郷土誌販売額

阿 久 根 市 誌 　２,０００円
丹 宗 律 光 画 集 １５,０００円
阿久根のむかしばなし 　１,０００円
阿 久 根 の 文 化 財 　１,０００円
阿 久 根 の 地 名 　１,０００円
阿 久 根 の こ と ば 　１,０００円
阿 久 根 の 人 物 　１,０００円
阿 久 根 の 自 然 　１,０００円

阿久根について学びませんか

郷土誌を販売しています

市では、阿久根市誌、市誌双書および丹宗律光

画集について、多くの市民の皆様に知っていただ

くとともに、郷土阿久根について広く学んでいた

だきたく、平成20年８月から販売価格を見直し、

これまで以上にお求めやすい価格で販売していま

す。

なお、市立図書館では、各郷土誌を書籍小包（要

送料）で送付することもできます。詳しくはお問

い合わせください。

＊販売所

・市立図書館

・三笠支所

・大川出張所

・ブックセンター書林

・富浜書店

※問い合わせ先

生涯学習課　☎　７２̶１０５１

市立図書館　☎　７２－０６０７
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本
市
で
は
数
年
ぶ
り
の
大
雪
と
な

っ
た
１
月
13
日
、
市
内
各
地
に
取
材

に
出
か
け
ま
し
た
。

鶴
川
内
地
区
で
は
田
ん
ぼ
が
雪
原

の
よ
う
に
な
り
、
尾
崎
地
区
や
田
代

地
区
で
は
、
冬
の
北
国
の
よ
う
な
幻

想
的
な
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
、
寒
さ
に
負
け
ず
雪
合
戦
を
し

た
り
、雪
だ
る
ま
を
作
っ
た
り
し
て
、

元
気
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

一
方
、
今
回
の
雪
や
寒
波
は
、
農

作
物
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

一
日
も
早
い
春
の
訪
れ
が
待
ち
遠
し

い
も
の
で
す
。 

（
角
島
）

阿

久

根

短

歌

会

阿

久

根

短

歌

会
※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

と
な
り
家
の
洩
れ
く
る
明
か
り
と
月つ
き

光か
げ

に
遅
き
帰
宅
の
わ
れ
癒
さ
れ
る 

上　

野　

亀
澤　

笑
子

柚
子
ふ
た
つ
湯
舟
に
浮
か
べ
冷
え
た
身
と
心
あ
た
た
む
冬
至
の
夜
に 

脇　

本　

野
村　

克
江

千
両
の
こ
ぼ
る
る
赤
き
実
の
い
く
つ
初
霜
の
う
へ
彩
り
す
が
し 

脇　

本　

宮
原　

範
子

背
伸
び
し
て
豌
豆
の
網
張
り
ゆ
け
ば
日
々
の
混
迷
空
に
溶
け
ゆ
く 

上　

野　

有
田
イ
チ
エ

歌
詠
む
を
続
け
て
お
れ
ば
惚
け
ぬ
と
亡
き
師
の
言
へ
り
今
に
忘
れ
ず 

脇　

本　

赤
﨑　

タ
エ

満
天
に
か
が
や
く
星
の
数
ほ
ど
の
思
ひ
出
う
れ
し
新
年
迎
ふ 

琴　

平　

川
畑　

ス
ミ

あ
り
が
た
や
峠
を
越
え
て
卆
寿
道
肩
を
か
り
つ
つ
ゆ
っ
く
り
行
か
ん 

新　

町　

遠
矢　
　

律

見
上
げ
て
も
登
り
て
み
て
も
紫
尾
山
は
泰
然
と
し
て
北
薩
を
統す

ぶ 

上　

野　

河
南
誠
一
郎

音
信
の
し
ば
し
と
た
え
い
し
友
の
名
を
市
の
死
亡
欄
に
今
し
読
み
を
り 

折　

口　

白
濵　

ノ
ブ

遥
か
な
る
紫
尾
の
高
嶺
に
夕
日
差
し
わ
が
山
里
は
時
雨
に
濡
る
る 

折　

口　

別
府　

義
明

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
敬
称
略

ご
め
い
福
をお祈

り
い
た
し
ま
す
。

※「うぶごえ」「おくやみ」の掲載記事は、掲載への同意があった方のみ掲載してあります。

松
ケ
野
湊そ
う

太た　

博　

之
（
大　

丸
）

花
木　

晴せ
い

太た　

直　

孝
（
上　

野
）

奥
平
梨り

緒お

奈な　

大　

地
（
大　

丸
）

峯　
　

一い
っ

葵き　

大　

樹
（　

潟　

）

西
園　

宗そ
う

右す
け　

知　

広
（　

潟　

）

早
水　

悠ゆ
う

泰だ
い　

久　

博
（
大　

谷
）

筒　
　

陽ひ

葵な
り　

悦　

郎
（
折
口
東
）

馬
場　

凛り

生お　

英　

樹
（
上　

原
）

大
田　

文ふ
み

遠と
お　

利　

博
（
大　

尾
）

汐
満　

瑠る

衣い　

利　

幸
（
市　

外
）

大
漉
マ
ツ
子
84
（　

段　

）　

恒

尾
﨑　

朝
明
65
（
大　

漉
）
幸　

夫

江
口　

六
夫
76
（　

浦　

）
ハ
ル
エ

別
府　

義
滿
81
（
永
田
上
）
ミ
ヱ
子

馬
見
新
勝
美
79
（
馬
見
塚
）
德　

男

日
當
瀬
シ
ヅ
71
（
田
代
中
）
正　

志

枦　
　

光
雄
86
（
飛　

松
）
幸　

志

前
田　

利
助
82
（
古　

里
）
秋　

江

鬼
塚　

吉
雄
80
（　

町　

）
千　

代

上
野
タ
カ
子
89
（　

町　

）
入
江
達
三

牛
ノ
濱
冨
士
子
92
（
大　

丸
）
一　

男

松
林　

種
正
94
（　

枦　

）
フ　

サ

松
下　

サ
ツ
102
（
大　

林
）
律　

子

森
山　

和
代
83
（
大　

丸
）
龍　

一

別
府　

春
治
78
（
大　

丸
）
満　

子

鶴
﨑　

ノ
ヱ
99
（
新　

町
）
一　

男

寺
地
ア
サ
子
74
（
尻
無
上
）
徳　

幸

倉
津　

𠮷
栄
83
（
倉　

津
）
福　

𠮷

新
町　

チ
モ
98
（
新　

町
）
幸　

久

西
谷　

源
太
60
（
尻
無
上
）
大
田
勇
一

川
原　

キ
ミ
92
（
高　

松
）
小　

市

谷
口　
　

榮
77
（
新　

町
）
イ
ク
子

谷
口　

隆
樹
51
（
桑
原
城
下
）
ヨ
シ
子

久
保
田
生
美
45
（
波　

留
）
真
一
郎

磯
畑　

敬
治
77
（
新　

町
）
マ　

ナ

中
川　
　

渉
66
（　

町　

）
ヒ
ロ
子

川
畑
フ
ジ
カ
83
（
的　

場
）
純　

敏

小
原　

佳
枝
67
（　

段　

）
正　

二

猿
樂
キ
ク
ヱ
97
（
遠
見
ヶ
岡
）
廣　

道

死　

亡　

者
年齢
（
区　

名
）
代
表
者

人のうごき
２月１日現在
（　）は前月比

人　口
24,027人
（－39人）

男
11,239人
（－16人）

女
12,788人
（－23人）

世帯数
10,763世帯
（－16世帯）

出 生 8人
死 亡 34人
転 入 34人
転 出 47人

出　

生　

児　

保
護
者
（
区　

名
）

不妊治療費の一部を助成します
－阿久根市特定不妊治療費

　　　　助成事業制度について－

市では、不妊治療を受けている夫婦に対し、経済
的負担の軽減を図るため、不妊治療費の一部を助成
します。制度については、お問い合わせください。

■ 対象となる治療
鹿児島県が指定した医療機関において、配偶者間
で行う医療保険が適用されない体外受精・顕微授精
が対象です。

■ 対象者
申請時に、次の①から④までの要件を満たす法律

上の婚姻をしている夫婦であること。
①　特定不妊治療以外の方法によっては、妊娠の見
込みがないかまたは極めて少ないと医師に診断
されていること

②　夫または妻のいずれかが阿久根市に住所を有
し、１年以上居住していること

③　夫婦双方が国民健康保険法又は社会保険各法に
加入し、夫婦双方とも市税等滞納がないこと

④　夫および妻の前年（１月から５月までの申請に
ついては、前々年）の所得の合計額が730万円
未満であること

■ 助成額および期間
１組の夫婦に対し、１年度当たり10万円を限度に

通算５年間助成

■ 申請期限
特定不妊治療が終了した日から１年以内に申請し

てください。

※ 問い合わせ先
健康増進課保健予防係☎７３－１２１１（内線１４６１）
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元気よく口上を述べる子どもたち

１
月
14

日
、
地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
、

各
家
庭
の
繁
栄
を
願
い
、
家
業
な
ど
を
ほ

め
て
回
る
「
麦
ほ
め
」
が
倉
津
区
で
あ
り

ま
し
た
。

家
業
繁
栄
を
願
う
麦
ほ
め

同じ商品なら他店より安い自信があります。ぜひ一度ご覧下さい。

本町通り ℡７２－０８７８

カタログ価格より

玩具センター たなか

五月人形･鯉のぼり･のぼり旗五月人形･鯉のぼり･のぼり旗五月人形･鯉のぼり･のぼり旗

４ 引割

た
だ
今
青
春
！

た
だ
今
青
春
！

中

村　

千

沙
さ
ん
™3

◇趣味は何ですか・・・

ドライブと買い物です。

◇性格を自己分析してください。

マイペースです。

◇理想の異性像は・・・

夢を持っている人

◇阿久根について一言

遊ぶ施設をつくってほしいです。

◇将来の夢は何ですか・・・

幸せな家庭を持つこと

ご注意ください
振り込め詐欺が多発していますZ

県内における昨年の振り込め詐欺の認知件数は

104件、被害額は約１億6,000万円で、他県が前年よ
り件数で３割以上減少している中、鹿児島県では件

数で６件、額で約1,800万円とそれぞれ増加しまし
た。

特に昨年12月には、「民事訴訟裁判通達書」と記

載されたハガキでの同一業者による架空請求の相談

が、県警へ50件近く寄せられています。

そのほかに、

○融資の前に保証金が必要と言われた

○携帯電話の番号が変わったと言われた

○現金をエクスパックやポスパケットで送るよう

言われた

などの相談があり、代表的な振り込め詐欺の手口で

す。

現金は、すぐに振り込まず、警察などに相談しま

しょう。

また、振り込め詐欺の防止には、合言葉を決めて

おくことや方言で話すことなどが効果的です。

※おかしいなと思ったら、次まで相談してください。

県警総合相談窓口　☎０９９－２５４－９１１０

阿久根警察署　　　☎７３－０１１０

一つひとつ丁寧に袋かけをされていました

１
月
下
旬
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
脇
本

北
部
地
区
で
は
、
特
産
の
ビ
ワ
に
袋
か
け

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

５
月
の
収
穫
に
向
け
て
袋
が
け

集団献血への参加をお願いしますY
◇献血実施日　２月23日㈫

◇時間および場所

場　　　所 時　　　間
市 役 所 玄 関 前 9:30～16:30
Ａコープ三笠店駐車場 9:30～11:30 12:30～16:30

※問い合わせ先

健康増進課保健予防係

☎７３－１２１１（内線１４５８）


